
広報わたらい
ふるさとを生かし清流と緑と笑顔が輝くまち

10
Vol.591

2014

平成26年
10月号
もくじ

町内一斉クリーン活動を実施 ･･ 14
平成27年度会町成人式を開催
お知らせ ････････････････････ 15
ＢＯＯＫ図書室だより ････････ 17

PICKUP!わたらいニュース ･･ 2
度会スクールインフォメーション 6
第3回度会町議会定例会 ･････ 8

度会町文化人権講演会を開催 ････････ 9
第6回ジャンボかぼちゃコンテスト結果！

広報文芸 ･････････････････････････ 9
平成25年度まちの家計簿 ･･････････10
各種ワクチンの接種費用を助成します 12
町内保育所  入所申し込みの受付開始！ 13
浄化槽できれいな川と海 ･･･････････14

コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
…
　

 

ま
あ
る
く
な
あ
れ
～



　７月３１日から８月３日までの４日間にわたり、北海道
帯広市で開催された『第２８回全日本小学生女子ソフト
ボール大会』に、度会エンペラーズが三重県代表とし
て出場し、見事“ベスト１６”に輝きました。
　山本宏一監督は「全国の強豪相手に本当によく頑
張ってくれた」と選手らをねぎらい、「今大会のメンバー
がほとんど残る来年は、連戦に対応できるスタミナを
つけ、さらに上位を狙いたい」と語ってくれました。

大正琴全国コンクールで最優秀賞

　去る８月２３日、愛知県名古屋市
のウィルあいちで、大正琴音楽の
魅力を体験し、次世代へ継承して
もらおうと開催された『全国子供大
正琴コンクール』に、エンゼルキッ
ズが『アンサンブル・１２歳以下の部』に出場し、堂 “々最優秀賞”を受賞
しました。
　エンゼルキッズは小学校３年生から中学校３年生までの１０人のグ
ループで、町教育委員会が主催する『わたらいキッズ・チャレンジ』の大
正琴教室で初めて大正琴に触れ、田村美保子先生（茶屋広）の指導の
下、練習を積み重ねてきました。
　これまで３年連続優秀賞を受賞し、あと一歩のところで悔しい思いを
してきた同グループの歩みを振り返り、田村先生は「今年こそはという
強い気持ちでコンクールに臨みました。学校生活との両立で限られた練
習時間のなか、子どもたちは本当によく頑張ってくれました」と話してく
れました。

　去る９月５日、舟瀬勝さん（棚橋）が地域スポーツ推進功労者表彰
を受賞されました。
　この表彰は、８年以上地域スポーツの推進と発展のために貢献さ
れた方を功労者として表彰するもので、舟瀬さんはスポーツ少年団
の指導に２０年以上携わり、自身が会長を務める度会スポーツクラブ
では、トヨタ自動車女子ソフトボールチームを招いてイベントを開催
するなど町のスポーツ振興に貢献されました。
　この受賞を受け、舟瀬さんは「これからもスポーツの楽しさと目標
に挑戦することの大切さを伝えていきたい。三重国体・高校総体で
活躍できる選手を育てることが目標です」と話してくれました。
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地域スポーツ推進功労者表彰を受賞
舟瀬勝さん

　去る８月９日、岐阜メモリアルセンター長良川競技場で
開催された『第３６回東海中学校陸上競技大会』に、度会
中学校陸上部のメンバーが出場しました。
　この大会は、東海４県（愛知・岐阜・静岡・三重）の各県大
会で第１～６位の入賞者に出場権が与えられ、出場した
選手らは県の代表として持てる力を出し切りました。

東海大会に出場！度会中学校陸上部8/9

8/23 エンゼルキッズ   コンクール出場者
　中嶋 琉那さん  （小学校３年生）
　坂谷 優良さん  （　〃　４年生）
　森見 圭さん  （　〃　６年生）
　下村 侑加さん  （中学校１年生）
　坂谷 日菜乃さん（　〃　１年生）
　西岡 輝騎さん  （　〃　１年生）
　家崎 未来さん  （　〃　１年生）
　森見 結さん  （　〃　２年生）
　中世古 果穂さん（　〃　２年生）
　亀田 妃美希さん（　〃　３年生）

　８月２３日、２４日の両日に、紀北町の海山グラ
ウンドをメイン会場として開催された『第１１回海
山カップ小学生ソフトボール大会』に、度会イー
グルスが出場し、見事第３位に輝きました。

　接戦をものにし勝ち上がった度
会イーグルスは、決勝進出を賭け
て大会主催チームである強豪海
山クラブと対戦。チャンスは作るも
ののあと１本が出ず１対２で敗退し
ましたが、全員が力を出し切り、好
成績を収めました。

海山カップ第３位！
度会イーグルス

8/23
   ・24

キャプテン　中川彗さん（６年生）

チーム一丸となって
つかんだ勝利です

・女子2年100m…第5位入賞！（12秒90）
　　　 吉田 二

に ち か

千翔さん （2年生）

・男子砲丸投…予選11m99
　　　  山西 里空さん （3年生）

・女子400mリレー…予選51秒43
　1走　福本 さくらさん （2年生）
　2走　吉田 二千翔さん （2年生）
　3走　井戸本 留実さん （3年生）
　4走　福井 咲貴さん （3年生）

大会
結果

おめでとう
ございました！

北の大地で
全力プレー！

堂々の全国大会ベスト１６！
度会エンペラーズ

7/31
～8/3
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　去る９月３日、度会小学校５年生の児童８６人が、山本充祇さん
（棚橋）をはじめ農家の皆さんの協力を得て、棚橋地内の田ん
ぼで稲刈りを体験しました。
　４月に田植えをし、成長を観察してきた稲が黄金色に色づい
たこの日、児童らは昔ながらの鎌を使った手刈りとコンバインに
よる機械刈りで稲を刈り取っていきました。
　稲刈りから脱穀までの
一連の作業を体験した児
童らは「手刈りは力が必
要で大変だけど、機械は
作業が早い！」「稲を束ね
るのが難しかった」と話し
てくれました。

実りの秋を迎え
“手刈り”と“機械刈り”を体験

9/3

　去る９月７日、特別養護老人ホームわたらい緑清苑が度会中学校
体育館で、東日本大震災の被災地を支援する『第２回チャリティサ
マーフェスティバルｉｎわたらい』を開催しました。
　イベント会場にはシカ肉を使ったコロッケなどの屋台が立ち並び、
町内外からおよそ５００人が来場し、度会中学校吹奏楽部の演奏や演
歌歌手の香西かおりさんによる歌謡ショーが行われました。
　香西さんの代表曲『無

む ご ん ざ か
言坂』をはじめ全１２曲が披露され、参加し

た皆さんは伸びのある美しい歌声に酔いしれました。

9/7
香西かおりさんをゲストに
チャリティイベント

� チケットの売上金から必要経費を差し引いた全額が、
東日本大震災の被災地に寄付されました。

　去る9月14日、町民の皆さん2,333人が参加
し、町内全域の各地区避難所などで『度会町総合
防災訓練』が行われました。
　訓練では、自主防災組織役員や町消防団員の
指導の下、参加者は大災害発生時の自宅での初
期初動や避難行動要支援者の安否確認、火災発
生時の初期消火などを学んだほか、防災・減災
対策について皆さんで意見を交わしました。

2,333人が参加！
度会町総合防災訓練

　去る8月7日、町保健センターで、エコライフ推
進運動の一環として『リサイクル教室』が開催さ
れました。
　町で初開催となったこの日、リサイクルプラザ
の職員を講師に招いて、町内保育所の給食で使用
された食用油の廃油を空き瓶や牛乳パックに流し
込んで固め、せっけんやキャンドルを作るリサイ
クル体験が行われました。
　教室に参加した16人は、普段は廃棄している身
近なものを再利用し、新たにせっけんなどの実用
品を作ることで、環境にやさしい生活を送ること
の大切さを学びました。

エコライフを考える
初開催！『リサイクル教室』

8/7

9/14

豚汁とおにぎりの炊き
出し訓練（五ケ町）

　町では、森林災害発生時に林道や治山施設などの
被災状況を迅速に把握するため、去る８月２２日、三重
県森林土木建設協会（西覚嗣会長）と『森林災害復旧
支援等森林を守る協定』を締結しました。
　協定では、町が所有・管理する林道や森林に災害が
発生した場合に、自主パトロールによる被災状況の報
告と復旧対策活動の支援などを盛り込んでいます。
　この日、調印式で町長は「異常気象による大災害が
全国各地で発生している。町としても災害時には共に
協力し、いち早く復旧に向け対応できるようにしたい」
と話しました。

被災状況を迅速に把握　三重県森林土木建設協会と支援協定8/22 　去る９月６日、宮リバー度会パークを会場として、『第２４回度
会町商工会謝恩セール抽選会＆２０１４わたらいフェスタｉｎ鏡』
が開催されました。
　特賞の４０型液晶テレビやエアコンのほか、
１万円分の商品券など豪華賞品が当たる抽
選会にはおよそ３，０００人が訪れ、長蛇の列
ができました。
　同時開催のわたらいフェス
タでは、「くつとばし大会」や伊
勢乃國鏡太鼓の演奏など多く
の催しが行われ、会場は大い
に盛り上がりました。

9/6
夏の祭典　謝恩セール抽選会＆
わたらいフェスタｉｎ鏡

特賞
『液晶テレビ』
をゲット！

福井紳吾さん
（大野木）
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度会スクールインフォメーション
町教育委員会事務局  ☎62-2422
度会小学校  ☎62-0004
度会中学校  ☎62-0194

問
合
先
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飛び跳ねて倒れ
そうだった。

ダンゴムシのポーズを
していても体全体を
支えられない。

地震になったら
大変だと思った。
考えて動こうと
思った。

　度会小学校4年生の児童は、県教育委員会の学校防災技術
指導員である渡邊喜内さんの指導の下、春から総合的な学習
の時間を活用して、防災学習に取り組んでいます。
　今回は、９月１日の『防災の日』にちなんで実施された、課題
を見つけ対策を考える『防災学習』の様子を紹介します。

　６月には、度会小学校から通学路を通って避難所である町中央公民館まで歩き、
『防災マップ』を作りました。児童らはグループに分かれて相談をしながら、災害時に
“危険な場所”や“役に立つもの”を探し、写真やメモをとりながら歩きました。わずか
な距離でしたが、児童らはたくさんのことを見つけ、考えることができました。

もし、登下校中に地震が発生したら…

私 たちの 防 災学 習
～見て、体験して、対策を考える～

突然、大地震が発生したら…
　夏休み前には、児童らは『地震体験車』で実際の揺れを体験し、『震度６～７』の強い
揺れとともにタンスやテーブルが倒れてくる様子が画面に映し出されるのを見て…

と感じ、「自分の家の家具やタンスを固定しなきゃ！」といった防災対策への意識を高める
ことができました。今後は、『伝言ダイヤルの使い方』や『町防災倉庫の見学』など、災害が
発生した後の対処法についても学んでいきます。

　“危険な場所”や“役に立つもの”を地図に書き込み、『防災
マップ』を作りました。完成した地図を見て、町には予想以上
に危険な場所があることに驚き、『登下校中に地震が発生し
た場合、どう行動すればいいか』ということを考えることが
できました。
　また、「棚橋地区のことはだいたい分かった。でも、自分
たちが住んでいる地区はあんなにブロック塀がないから、危
険な場所が違うはず」「今度は、自分たちが住んでいる地区
のことを調べてみよう」といった意欲も見られ、次の課題も
見つかりました。

　すべての災害を未然に防ぐということは、児童らには難しい
でしょう。しかし、実際に災害が発生した時、それまでに身に
付けた知識や対応力が発揮できれば、『減災』につなげること
ができます。
　防災学習で学んだことが、災害時に“活きる（活かせる）力”
となり、自らの命を守るための“生きる（生き抜く）力”となる
よう、今後も取り組んでいきます。

考えて
みよう

考えて
みよう

道の両側がブロック塀だと、
地震で道がふさがれてしま
う。じゃあ、細い道なら道の
真ん中は安全なのかなぁ。

信号機の近くでは、
電線が切れたら事故
が起きるかもしれな
いから、近づかない
方がいいよね。

火事が起こった時の
ために、消火栓や
ホース格納箱は誰で
も開けられるように
なってるんや。

細い道は瓦が落ちてくる。
棚橋地区のポンプ倉庫前の広い
所でしゃがむのがいいと思う。

災害の時は、公衆電話
からの伝言ダイヤルや
町の防災無線が役に
立つんやなぁ。

電柱が倒れてきたり、電線が
切れたりしたら危険や。
でも、こんなに電柱がたくさん
あるとは思わなかったわ。

避難場所の看板があった
けど、もっとたくさんあって
もいいのになぁ。

大きな防災倉庫があったけど、
何が入っているのかなぁ。

怖い…こんな揺れの
中では動けない。
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福井秀治議員 登喜三雄議員

度会町文化人権講演会を開催
　ＴＢＳテレビ「週刊ＢＳ－ＴＢＳ報道部」「ひるおび」など
多くの報道番組でキャスターやコメンテーターとして
ご活躍され、同テレビ報道局解説・専門記者室長を務
める杉尾秀哉さんを講師としてお招きし、講演会を開
催します。
●開催日時
　11月7日（金）
　午後7時～8時30分
　※午後6時開場
●開催場所　町民体育館
●演題
　報道と人権
　～情報化社会を生きる～
※ 詳しくは、『広報わたらい』
　今月号と同時配布のチラシをご覧ください。
●問合先　町教育委員会事務局　☎62-2422

第 6回

【第 1 位】　西村 緑夏さん ( 大野木 )　43.2kg

【第 2 位】　山北 峻佑さん ( 平　生 )　42.1kg

【第 3 位】　西村 安司さん ( 大野木 )　33.5kg

ジャンボかぼちゃ
コンテスト結果！

　９月６日に開催された、かぼちゃの重さを競う『第６回
ジャンボかぼちゃコンテスト』の結果は次のとおりです。
　おめでとうございました。

皆さんの
ご来場をお待ち
しています。

広
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入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
６
７
，

９
９
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◎�
平
成
25
年
度
度
会
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
郡
指
導
主

事
共
同
設
置
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
の
度
会
町
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
が
、
監
査
委
員（
山
下
幸
生

さ
ん
、中
森
慰
さ
ん
）の
意
見
書
を

付
し
て
提
出
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

◎�

度
会
町
放
置
自
動
車
の
発
生
の

防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
の
美
観
を
保
持
し
、
放
置

自
動
車
の
発
生
の
防
止
お
よ
び
適

正
な
処
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
定
教

育
・
保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
お
よ

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
お
よ

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
か
ら
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
等
業
務
を
業
者
委

託
し
た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す
る

条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
度
会
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
関
連

す
る
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

一番
星
見
上
げ
迎
へ
火
焚た

き
に
け
り

	
当
津	

尾
嵜
　
　
勝

鵙も
ず

高た
か
ね音

か
ら
り
と
乾
く
洗
ひ
物

	

大
野
木	
串
田
　
冬
扇

父
と
子
の
忌
の
重
な
り
て
秋
彼
岸

	

立
花	

桜
田
　
昌
三

絵
日
記
に
詰
ま
る
思
ひ
出
夏
果は

つ
る

	

麻
加
江	

辻
本
久
美
子

谷た
に
あ
ひ間

の
風
ひ
ん
や
り
と
沢
桔
梗

	

葛
原	

中
井
　
和
子

違た
が
へた
る
傘
に
気
づ
き
し
雨う

げ
つ月
か
な

	

大
野
木	

西
村
　
　
永

持
て
余
す
庭
の
手
入
れ
や
草
の
花

	

立
岡	

牧
　
　
明
子

ク
ラ
ス
会
果
て
て
ち
ち
ろ
の
闇や

み

と
な
る

	

棚
橋	

松
本
　
貞
子

平
成
二
十
六
年
九
月
十
八
日

茶
の
実
句
会
抄

　
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」が

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福

祉
法
」と
改
称
さ
れ
、
平
成
26
年

10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
関
連
す
る
条
例
を
整
備
し

ま
し
た
。

◎�

度
会
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
お
よ
び
永
住
帰
国
後
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
関
連
す
る
条
例
を
整
備
し
ま

し
た
。

◎�

度
会
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
度
会
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
髙
橋
伸
雄
さ
ん（
脇

出
）を
選
任
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告

◎�

平
成
25
年
度
度
会
町
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
度
会
町
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委

員（
山
下
幸
生
さ
ん
、
中
森
慰
さ

ん
）の
意
見
書
を
付
し
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案

◎�

次
の
5
項
目
を
求
め
る
決
議
お

よ
び
意
見
書（
議
員
提
出
議
案
）

を
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
も
の

・ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続
と
更
な
る
充
実

・ 「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」の
着

実
な
実
施
と
教
育
予
算
拡
充

・ 

保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学
・
修

学
支
援
に
関
わ
る
制
度
の
拡
充

・ 

防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め

と
し
た
総
合
的
な
学
校
安
全
対

策
の
充
実

・ 

手
話
言
語
法（
仮
称
）制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

■
一
般
質
問

○
度
会
町
の
森
林
施
策
に
つ
い
て

○ 「
道
の
駅
」に
関
し
て
、
候
補
地

に
お
け
る
農
振
農
用
地
の
除
外

に
関
す
る
法
的
解
釈
と
今
後
の

政
治
決
断
に
つ
い
て

○ 

町
の
施
設
へ
の
不
審
者
侵
入
の

防
止
に
つ
い
て

○
学
校
給
食
に
つ
い
て

第３回度会町議会定例会

　平成26年第3回度会町議会定例会が、去る
9月11日から19日の9日間で開催され、補正
予算案などについて審議し、次の議案が原案
どおり可決されました。

平成26年 第3回
度会町議会定例会を開催
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第３回度会町議会定例会 第３回度会町議会定例会

町民１人当たり
の町税額

82,222円
（基準：３月３１日の人口）

町民１人当たりに
使われたお金

410,990円
（基準：３月３１日の人口）

消防費 233,669,591（6.55%）

総務費　462,416,098（12.97%）

総額  3,565,747,475 円 （100.0%）　　　　　　歳　出総額  3,565,747,475 円 （100.0%）　　　　　　歳　出

土木費　323,692,351（9.08%）

教育費　461,516,694（12.94%）

諸支出金　267,312,000（7.50%）

農林水産業費　169,009,088 （4.74%）

公債費　267,241,705（7.49%）

議会費　70,755,348 （1.98%）

商工費　49,191,464（1.38%）

災害復旧費　1,419,600（0.04%）

民生費　918,265,388 （25.75%）

衛生費　341,258,148 （9.57%）

主 な 事 業

町税　713,353,859 （18.85%）

町債　253,000,000 （6.69%）

繰入金　242,564,405 （6.41%）

県支出金　200,805,159 （5.31%）

国庫支出金　264,357,949 （6.99%）

分担金及び負担金　58,357,635（1.54%）

繰越金　194,405,692 （5.14%）

諸収入　78,636,951（2.08%）

地方消費税交付金　64,824,000（1.71%)

財産収入　5,625,691 （0.15%）

その他　100,530,255 （2.66%）

歳　入　　　　　　総額   3,783,594,596 円（100.0%）歳　入　　　　　　総額   3,783,594,596 円（100.0%）

地方交付税 1,607,133,000（42.48%）

地方譲与税･･････････････38,330,000
利子割交付金･････････････ 2,814,000
配当割交付金･････････････ 4,233,000
株式等譲渡所得割交付金･･･ 7,103,000
自動車取得税交付金･･････15,546,000
地方特例交付金･･･････････ 3,598,000
交通安全対策特別交付金･････ 901,000
使用料及び手数料････････27,225,255
寄附金･････････････････････ 780,000

平成25年度

まちの
家計簿
まちの
家計簿

　平成25年度の度会町一般会計
および特別会計の歳入歳出決算
が、平成26年第３回度会町議会
定例会で承認されました。

町民税　368,944,918

固定資産税　274,115,260

町民税　368,944,918

固定資産税　274,115,260

町たばこ税　44,264,781

軽自動車税　26,028,900

◆会計別決算 （単位：千円）
　 会 計 名 　 歳 入 歳 出 差 引 額 繰 越 財 源 実質収支額
一 般 会 計��� 3,783,594 3,565,747 217,847 21,428 196,419

特 �
別
会
計

国 民 健 康 保 険��� 920,959 875,981 44,978 0 44,978
簡 易 水 道 事 業� 502,138 487,991 14,147 0 14,147
住 宅 新 築 資 金 等� 1,952 1,873 79 0 79
介 護 保 険�� 729,917 708,754 21,163 0 21,163
郡指導主事共同設置事業 23,484 20,369 3,115 0 3,115
後 期 高 齢 者 医 療 157,130 156,452 678 0 678

※ 基金は、町の事業を行うために、積み立てたり、取り
崩したりするので、基金現在高は変動します。

◆基金の状況（一般会計分）
　（平成 26 年 5 月 31日現在） （単位：千円）

　 基 金 名 　 現 在 高
財 政 調 整 基 金 1,620,095 
町 債 管 理 基 金 487,802 
教 育 施 設 整 備 基 金 190,512 
まちづくり施設等整備基金 535,938 
地 域 福 祉 基 金 155,546 
そ の 他 目 的 基 金 287,069 
　 合 計 　 3,276,962 

◆地方債残高（一般会計分）
　（平成 26 年 5 月 31日現在） （単位：千円）

　 区 　 分 　 　 現 在 高
一 般 公 共 事 業 債 73,010
一 般 単 独 事 業 債 681,270
義務教育施設整備事業債 122,272
辺 地 対 策 事 業 債 98,992
災 害 復 旧 事 業 債 20,161
厚生福祉施設整備事業債 25,096
財 源 対 策 債 133,487
臨 時 財 政 特 例 債 2,709
減 税 補 て ん 債 69,534
臨 時 税 収 補 て ん 債 11,498
臨 時 財 政 対 策 債 2,038,302
緊急防災・減災事業債 191,600
　 合 計 　 3,467,931

◆町税の内訳 （単位：円） ◆一般会計 単位：円　（数字％）は構成比 単位：円　（数字％）は構成比

◆健全化判断比率の状況 （単位：％）

度会町  健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ｰ 15.00 20.00
連 結 実 質 赤 字 比 率 ｰ 20.00 30.00
実 質 公 債 費 比 率 3.6 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 ｰ 350.0
※ 健全化判断比率とは、平成 25 年度決算の数値を基に算定した４つの

指標です。地方自治体の財政の早期健全化と財政再生を目的に示すこ
ととされています。その指標が「早期健全化基準」を 1 つでも超えた
場合、自主的にかつ計画的に財政の健全化を図らなければなりません。
さらに、自主的な財政健全化が困難とされる「財政再生基準」を１つ
でも超えた場合は、「財政再生計画」を定め、総務大臣に報告、同意を
得て財政の再生を図らなければなりません。

※ 標準財政規模… 地方自治体の標準的な収入。度会町の標準財政規模は
2,500,943 千円。

度会町の状況は？
　健全化判断比率を示す4 つの指標は、それぞれ適正な数値を示して
います。将来負担すべき公債費についても、充当可能財源が将来の負
担額を上回っていることから、健全な財政運営といえます。

■総務関係
・道の駅わたらい基本構想策定
・男女共同参画計画策定
・旧小川郷小学校屋外トイレ新築
・参議院議員通常選挙執行
・広域消防負担金
・防災備蓄倉庫新築
・防災情報一括配信システム導入
・町防災行政無線屋外拡声子局設置
・防災用備蓄品購入

■民生関係
・子育て支援センター事業
・保育所運営事業
・放課後児童クラブ運営事業
・児童手当給付
・福祉医療費助成（子ども）の拡大
■衛生関係
・予防接種助成事業
・各種がん検診
・生活習慣病対策事業
・簡易水道統合整備事業繰出金
・合併処理浄化槽設置事業
■振興関係
・遊水プール鏡運営
・FMラジオおよび三重テレビ番組制作
・サニーロード利用促進事業

・観光案内用法被制作
・ゆるキャラシール制作
■農林関係
・林道新藤越線道路舗装
・認定農業者等に対する農業機械購入補助
・麻加江・中之郷生活改善センター空調設置
・南中村地内農業用水路災害復旧事業
■土木関係
・地籍調査事業
・町道川南線他道路改良
・町管理河川改修
■教育関係
・度会小・中学校グラウンド改修
・度会中学校部室兼倉庫新築
・度会中学校技術棟空調設置
・中川第２グラウンド屋外トイレ新築
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※�③と⑤の接種費用の助成には申請が必要です。申請書類の様式などは、町ホームページまたは町保健センター窓口
で取得できます。
※接種は予防接種実施医療機関で受けてください。

水痘（水ぼうそう）ワクチン接種

インフルエンザ予防接種

肺炎球菌ワクチン接種　

入
所
を
継
続
す
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す

保育所名 所在地 定�員 保育時間 保育受入年齢

長原保育所 長原３６５番地 ７５人 午前８時～午後４時
※ すべての保育所

で延長保育を行
います。

　（午前７時～午後７時）

    １歳～

棚橋保育所 棚橋２４８番地２ ２００人     ６カ月～

中之郷保育所 中之郷１０２４番地 ４５人     １歳～

【表1】町内保育所の概要

※土曜日保育は棚橋保育所のみ実施します。

時　間 月額料金 日額料金

午前7時～８時 1,000円

午後４時10分～５時  1,000円 500円
※ 時間外(延長)保育

を臨時的に利用す
る場合にご活用く
ださい。

午後４時10分～６時  2,500円

午後４時10分～７時  4,000円

【表2】時間外(延長)保育料

※ 月額利用は、利用希望月の前月 25 日までに届け出が
必要です。

入
所
申
し
込
み
受
付
を
開
始
…　

　
平
成
27
年
度
の
保
育
所
入
所
申

し
込
み
（
４
月
入
所
）
を
、
次
の

要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
現
在
も
入
所
し
、
来
年
度
も
引

き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

で
も
、
改
め
て
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
児
童
を
保
育
す

る
方
が
い
な
い
家
庭
の
児
童

①�

保
護
者
が
家
事
以
外
の
家
庭
内

外
労
働（
外
勤
・
自
営
・
内
職

な
ど
）を
し
て
い
る

②�

保
護
者
が
い
な
い

③�

保
護
者
の
出
産
ま
た
は
長
期
の

疾
病

④�

保
護
者
が
家
族
の
病
人
な
ど
を

常
時
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
な
ど
に
よ
る
家
屋
の
破
損

⑥�

①
～
⑤
以
外
で
明
ら
か
に
保
育

に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

町
内
保
育
所
の
概
要

　
町
内
保
育
所
の
定
員
、
保
育
受

 

入
年
齢
な
ど
は
、【
表
１
】の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

保
育
料

　
保
護
者
の
前
年
の
所
得
税
ま
た

は
前
年
度
分
の
町
民
税
に
よ
り
算

定
し
ま
す
。

※ 

平
成
22
年
度
税
制
改
正
で
廃
止

さ
れ
た
年
少
扶
養
控
除
な
ど
を

加
味
し
て
計
算
し
ま
す
。

※ 

世
帯
に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
以

外
に
祖
父
母
、
ど
ち
ら
か
の
所

得
な
ど
を
加
算
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
１
月
１
日
時

点
で
町
内
に
住
所
が
な
く
、
初
め

て
保
育
所
を
利
用
す
る
方
は
、
次

の
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①『
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
』

②�『
平
成
26
年
度
分
市（
町
）県
民

　

税
課
税
証
明
書
』

※ 

①
に
つ
い
て
は
勤
務
先
で
、②
に

つ
い
て
は
前
住
所
地
の
市
町
村

役
場
に
て
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
外（
延
長
）保
育

　

時
間
外（
延
長
）保
育
時
間
お
よ

び
料
金
は
、【
表
２
】の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　
役
場
福
祉
保
健
課
で
交
付
す
る

申
込
用
紙
『
保
育
所
入
所
申
込

書
』
と
『
申
告
書
並
び
に
証
明

書
』
に
記
入
の
上
、
役
場
福
祉
保

健
課
ま
た
は
町
内
各
保
育
所
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
取
得
で
き
ま
す
。

※ 

初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
福
祉
保
健
課
で
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
決
定
の
お
知
ら
せ

　
入
所
要
件
に
該
当
す
る
か
厳
正

な
審
査
の
上
、
平
成
27
年
２
月
に

申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

３
歳
未
満
児
の
入
所
に
つ
い
て

は
、
面
談
に
よ
る
入
所
選
考
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●問合先  役場福祉保健課　☎６２-１１１２

❶ 子どもの水痘（水ぼうそう）ワクチン接種
●対象者
　�接種日において町内に住所を有し、１歳以上３歳未満の
お子さん
　※�すでに水痘（水ぼうそう）にかかったことのあるお子
さんは対象外です。

●接種費用(自己負担額)　無料
●接種回数　２回
　※�３歳以上５歳未満のお子さんで、初めてワクチンを接

種する場合は、今年度に限り無料で１回接種できます。
●医療機関に持参するもの
　予診票、母子健康手帳、健康保険証

❷ 高齢者のインフルエンザ予防接種
●対象者
　�接種日において町内に住所を有し、次のいずれかに該
当する方
　①６５歳以上の方
　②�６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機

能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日
常生活が極度に制限される程度の障がいを有する方

●実施期間
　平成２６年１０月１５日（水）～平成２７年１月３１日（土）
●接種費用(自己負担額)　１，０００円
　※１人につき１回限り
　※�生活保護世帯で対象年齢に該当する方は、無料で

接種を受けることができます。
●医療機関に持参するもの
　健康手帳、健康保険証

❹ 定期接種（自己負担額３，０００円）
●対象者
　�接種日において町内に住所を有し、次のいずれかに該
当する方
　①�平成２６年４月１日時点で、６４歳・６９歳・７４歳・７９歳・
８４歳・８９歳・９４歳の方および９９歳以上の方

　②�６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機
能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日
常生活が極度に制限される程度の障がいを有する方

　※�過去に高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用の助成を受
けている方は除く

●実施期間
　平成２６年１０月１日(水)～平成２７年３月３１日(火)
●接種費用(自己負担額)　３，０００円
　※１人につき、生涯１回限り
　※�生活保護世帯で対象年齢に該当する方は、無料で接

種を受けることができます。
●医療機関に持参するもの
　高齢者肺炎球菌接種券、健康手帳、健康保険証

❸ 子どものインフルエンザ予防接種
●対象者
　�接種日において町内に住所を有する中学校３年生まで
のお子さん
●実施期間
　平成２６年１０月１日（水）～平成２７年１月３１日（土）
●助成金額　１回につき１，０００円
●助成回数　同一の被接種者につき２回まで
●申請期間　　　
　接種日から平成２７年２月末日まで
●申請方法
　�必要書類に記入の上、町保健センター窓口に申請して
ください。

　ワクチン接種の自己負担額は、年齢などの
条件によって助成内容が異なります。

町内保育所 

入所申し込みの受付開始!!

申込期間

10/6 （月）
～

10/31（金）

問合先  役場福祉保健課　☎62-2413　
保 健 セ ン タ ー
からのお知らせ 各種ワクチンの接種費用を助成します

❺ 接種費用の一部（３，０００円）を助成
●対象者
　�接種日において町内に住所を有し、次のいずれかに該
当する方
　①�６５歳以上の方で、上記の定期接種の対象にならな
い方

　②�６４歳以下で慢性心疾患・慢性腎不全・糖尿病・脾臓
摘出・肝臓病などのため、医師が肺炎球菌予防接種
を受けることが必要と認めた方

●助成金額　３，０００円
　※助成は生涯１回限り
●申請期間
　接種日から平成２７年３月３１日(火)まで
●申請方法
　�必要書類に記入の上、町保健センター窓口に申請して
ください。

高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用の一部を助成す
る事業は、平成２７年３月３１日で廃止になるため、
今年度中に助成を受けるか、来年度以降、定期接
種の対象年齢になったときに接種をするかどちら
かを選択してください。

注 意
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ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　
　

 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施

　町では、新成人を対象に成人
式を開催します。対象者には、
12 月中に案内状を郵送します。
案内状が届かない場合は、お問
い合わせください。

●開催日時
　平成27年1月11日（日）
　午前10 時～
●受付時間
　午前９時～
●開催場所
　町中央公民館
●問合先　
　町教育委員会事務局
　☎ 62-2422

海
学
祭
に
参
加
し
郷
土
の
偉
人

近
藤
真
琴
の
業
績
を
学
ぼ
う

●
開
催
日
時

　
11
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所

　
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校

●
内
容

・ 

鳥
羽
商
船
高
専
の
校
祖
近
藤
真

琴
の
業
績
を
学
ぶ

・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
対
象
者

　

 

小
学
校
５
・
６
年

生
お
よ
び
中
学
生

●
定
員

　
50
人

●
参
加
費

　
無
料　
※
昼
食
、
保
険
付
き

●
申
込
方
法

　
フ
ァ
ク
ス
に
て
受
付

　
FAX

０
５
９
９

−

２
５

−
８
１
２
８

※ 

申
込
用
紙
を
町
内
小
・
中
学
校

に
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

　
10
月
26
日
（
日
）

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
故
郷
の
海
を
愛
す

る
会
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
５
９
９

−

２
５

−

８
０
４
５

●
開
催
日
時

　
10
月
18
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
開
催
場
所

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
講
師

　
池
添
友
一
氏

●
講
演
内
容

　

 

家
庭
菜
園
で
の
自
然
農
法

　
あ
れ
こ
れ
パ
ー
ト
Ⅱ

※
申
込
不
要

●
問
合
先

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

●
開
催
日
時

　
11
月
29
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

●
開
催
場
所

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
応
募
方
法

　

 

往
復
は
が
き
（
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
主
な

出
品
名
を
記
入
）
に
よ
り
郵
送

※
１
家
族
１
枚
の
応
募
に
限
る

●
応
募
期
限

　
10
月
23
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他

・ 

営
利
目
的
の

方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・ 

応
募
者
多
数

の
場
合
は
、

10
月
30
日
（
木
）
公
開
抽
選
に

よ
り
決
定

●
申
込
・
問
合
先

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

●
開
講
日
程

①
11
月
１
日
（
土
）

　

 

教
室
名　

 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン

立
て
作
り

②
11
月
２
日（
日
）・
23
日（
日
）

　

 

教
室
名　

 

花
び
ら
コ
ー
ス
タ
ー

作
り

③
11
月
８
日
（
土
）

　
教
室
名　
鍋
ぼ
う
し
作
り

④
11
月
９
日
（
日
）

　
教
室
名　
布
ぞ
う
り
作
り

⑤
11
月
15
日
（
土
）

平成 27 年度会町
成人式を開催

水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
を
両
立

　

浄
化
槽（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
洗
濯
、
風

呂
な
ど
の
汚
水
を
き
れ
い
に
し
て

排
水
す
る
施
設
と
し
て
下
水
道
と

共
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
用
の
浄
化
槽
は
、
自
家
用

車
１
台
ほ
ど
の
場
所
が
あ
れ
ば
短

期
間
で
設
置
で
き
る
上
、
下
水
道

の
終
末
処
理
場
と
同
等
の
処
理
性

能
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
身
の
周
り
の
川
や
海
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
す
。

維
持
管
理
が
大
切

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
施
設

で
す
の
で
、
微
生
物
が
活
躍
し
や

す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
に
分
か

れ
、
浄
化
槽
法
で
そ
れ
ぞ
れ
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

を
維
持
し
、
使
っ
た
水
を
き
れ
い

に
し
て
か
ら
川
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

専
門
業
者
と
委
託
契
約
を

①
保
守
点
検
は
登
録
業
者
に

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
機
械

の
点
検
や
調
整
、
補
修
、
消
毒
剤

の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

登
録
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清
掃
は
町
の
許
可
業
者
に

　
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な

ど
を
抜
き
取
る
作
業
や
、
装
置
・

機
器
類
の
洗
浄
な
ど
を
清
掃
と
い

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
の
許
可
を
受
け
た

浄
化
槽
清
掃
業
者
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
許
可
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が

適
切
に
実
施
さ
れ
、
機
能
が
正
常

に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確

認
す
る
た
め
、
１
年
に
１
回
、
県

が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
実
施
す

る
法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
、
浄
化
槽
法
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
検
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

県
か
ら
指
導
や
助
言
、
勧
告
、
命

令
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
命
令

に
従
わ
な
け
れ
ば
過
料
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

※ 
県
で
は
、（
一
財
）三
重
県
水
質

検
査
セ
ン
タ
ー
が
検
査
機
関
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

　

 

県
南
勢
志
摩
地
域
活
性
化
局

環
境
室　

　
☎
２
７

−

５
４
０
５

　
役
場
生
活
環
境
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
５

　

10
月
１
日
は
、浄
化
槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、『
浄
化
槽
の

日
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
適
正
に
行
い
、使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
川
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
で 

き
れ
い
な
川
と
海

●
実
施
日
時

　
10
月
26
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
ご
ろ

●
実
施
場
所

　
町
内
各
地
区

●
実
施
内
容

　

 

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動
（
ご
み
拾
い
）

●
ご
み
の
分
別
方
法

　

 

燃
や
せ
る
ご
み
、
ビ
ン
、
空
き

缶
、
粗
大
ご
み
の
４
分
類

・
燃
や
せ
る
ご
み

　
町
指
定
ご
み
袋
（
赤
）
を
使
用

※ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
も
含
む

・
ビ
ン

　

 

各
地
区
で
用
意
し
た
袋
ま
た
は

町
指
定
ご
み
袋
（
赤
・
緑
可
）

を
使
用

※
ビ
ン
の
色
分
け
は
不
要

・
空
き
缶

　
町
指
定
ご
み
袋
（
緑
）
を
使
用

※ 

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
の
仕

分
け
は
不
要

・
粗
大
ご
み

　

 

直
接
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み

※ 

家
電
６
品
目
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
）
を
除
く

●
主
催

　
度
会
町
、
各
区
・
自
治
会

●
問
合
先

　
役
場
生
活
環
境
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
５

　

 

教
室
名　

 

布
の
リ
サ
イ
ク
ル
教

室
（
干
支
作
り
）

●
開
講
時
間

　
午
前
10
時
～
正
午

●
定
員

　
各
教
室
15
人
（
先
着
順
）

●
材
料
費

　
各
教
室
２
０
０
円

●
申
込
方
法
お
よ
び
期
限

　

 

電
話
に
て
各
教
室
開
講
日
の
１

カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付

●
申
込
・
問
合
先

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

　
生
ご
み
を
利
用
し
て
、
肥
料
作

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
時

①
10
月
25
日
（
土
）

②
11
月
22
日
（
土
）

③
12
月
20
日
（
土
）

　
各
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午

●
開
催
場
所

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
持
ち
物

　

 

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
、
横
、
高
さ
の
合
計
が
70

㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

●
定
員

　
各
日
と
も
30
人
（
先
着
順
）

※
１
家
族
に
つ
き
１
人
ま
で

●
申
込
受
付

①
10
月
7
日
（
火
）
～

②
11
月
４
日
（
火
）
～

③
12
月
２
日
（
火
）
～

●
申
込
・
問
合
先

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

「遊水プール鏡」大盛況！
ありがとうございました 

　オープン以来、19度目の夏を終えた
宮リバー度会パーク『遊水プール鏡』。
今シーズンは、開場日数47日、約2万4
千人の来場者で賑わいました。
　豊かな自然と心身のリフレッシュを
求めて訪れた皆さんは、清涼なプール
に入り、歓声を上げ楽しんでいました。
　来年の夏も『遊水プール鏡』で、会え
ることを楽しみにしております。

●開場日数　47日
●入場者数　24,021人
●１日平均　511人
●１日最高　1,831人（８月15日）
●総　　数　498,071人
　　　　　　（平成８年オープン以来）

入場者内訳（学校水泳は除く）

『
海
か
ら
始
ま
る
物
語
Ｉ
Ｎ

 

２
０
１
４
』イ
ベ
ン
ト
を
開
催

『
第
24
回
環
境
学
習
会
』を
開
催

『
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
』開
催

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集

『
も
っ
た
い
な
い
教
室
』参
加
者

 

を
募
集

『
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会
』

 

参
加
者
を
募
集

15 14広報わたらい（2014年10月号） 広報わたらい（2014年10月号）



既存の木製ガラス戸
を

使うので経済的です♪衝撃に強い！衝撃に強い！

ガラスから  　　　への入替えガラスから  　　　への入替え樹脂ガラス
アクリル板
樹脂ガラス
アクリル板

☎0596-58-6215☎0596-58-6215

度会郡玉城町野篠932-3

お年寄りやお子様の転倒ケガや地震対策に！

http://www.smk-on.homeip.net
詳しくは
お電話ください！
詳しくは
お電話ください！

木製建具の新調・取替え
「かたい」「重い」などのご相談は

翌日仕上げ可能！（事前見積りが必要・条件によります）

危ないっ！危ないっ！危ないっ！危ないっ！に備える！我が家の安全対策に備える！我が家の安全対策

【広告】

営業時間 11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）定休 水曜日水曜日

30％ＯＦＦ30％ＯＦＦ
お持ち帰りお持ち帰り
お電話くださいお電話ください

今夜は焼肉今夜は焼肉

本　店  ☎62-2929
明和店  ☎55-2829

期間は 
がんばれる
まで　　！！

【広告】 【広告】

　

福
祉
の
啓
発
と
交
流
を
目
的

に
、『
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
10
月
12
日
（
日
）

　

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
ご
ろ

●
開
催
場
所

　

 

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
広
場

●
開
催
内
容

　

 

福
祉
体
験
発
表
、度
会
中
学

校
吹
奏
楽
部
演
奏
、仮
装
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、保
育
所
園

児
に
よ
る
出
し
物
、ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、バ
ザ
ー
、福
祉
体
験
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、ゲ
ー
ム
な
ど

●
主
催

　

 

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委

員
会
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
問
合
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
６
２

−

１
１
１
７

●
開
設
日
時

　
10
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
設
場
所

　

 

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
い
せ
ト
ピ
ア
）

※
予
約
不
要

●
相
談
内
容

・ 

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不

動
産
登
記
全
般

・ 

会
社
の
設
立
や
役
員
の
変
更
な

ど
の
商
業
登
記
全
般

・ 
成
年
後
見
・
自
己
破
産
・
調

停
・
法
律
扶
助
の
方
法

・ 
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所
提
出
書

類
作
成

・ 

そ
の
他
、
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い

る
身
近
な
問
題

※ 

先
着
順
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
混
み
合
っ
て
い
る
場
合

は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
問
合
先

　
三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

・
岩
井
正
史

　
☎
２
７

−

２
４
８
８

・
木
本
弘
志

　
☎
７
２

−

０
１
８
１

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
は
、
現
在
よ
り

50
万
人
多
い
２
０
０
万
人
の
看
護

職
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
看
護
職
の
人
材
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」が
一
部
改
正
さ

れ
、
来
年
10
月
か
ら
離
職
者
の
ス

ム
ー
ズ
な
復
職
に
向
け
、
都
道
府

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
現
在
離
職
さ
れ
て
い
る
方
、
就

業
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
看
護
職
の

免
許
を
保
持
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
・
問
合
先

　

 

三
重
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９

−

２
２
２

−

０
４
６
６

　
特
定
健
康
診
査・後
期
高
齢
者
健

康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
。

　

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

・ 

国
民
健
康
保
険
加
入
者（
40
～
74
歳
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

※ 

８
月
31
日
ま
で
に
ど
ち
ら
か
の

保
険
に
加
入
し
、
健
康
診
査
の

対
象
と
な
る
方
に
は
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

●
健
康
診
査
実
施
期
限

　
11
月
30
日
（
日
）

●
受
診
に
必
要
な
も
の

・
受
診
券

・
保
険
証

・
質
問
票

・ 

自
己
負
担
金
（
金
額
は
受
診
券

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

●
問
合
先

　
役
場
税
務
住
民
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
２

　

 

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
業
課

　
☎
０
５
９

−

２
２
１

−

６
８
８
４

　

動
物
追
い
払
い
花
火（
連
続
発

射
式
）が
使
用
中
に
爆
発
し
、負
傷

す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
当
該
製
品
は
絶
対
に
素
手
で
扱

わ
ず
、杭
な
ど
に
固
定
し
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

　
 

経
済
産
業
省
商
務
流
通
保
安

グ
ル
ー
プ　

　
☎
０
３

−

３
５
０
１

−

１
８
７
０

　

度
会
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、『
男
の
料
理
教
室
』を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
10
月
23
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

●
開
催
場
所

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限

　
10
月
16
日
（
木
）

●
参
加
費

　
３
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

●
開
催
日
時

　
11
月
20
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
開
催
場
所

　
県
伊
勢
庁
舎
相
談
室
１

●
内
容

　

 

専
門
医
・
保
健
師
に
よ
る
個
人

面
接
相
談
（
要
予
約
）

※ 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
先

　
伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
２
７

−

５
１
４
８

●
開
催
日
時

　
10
月
30
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
受
付
時
間

　
午
前
９
時
45
分
～

●
開
催
場
所

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　
石
神
多
美
子
先
生

●
内
容

　
ヨ
ガ
を
楽
し
む

●
対
象

　
子
育
て
中
の
方

●
定
員

　
15
人

※
先
着
順

●
託
児

　
あ
り

●
参
加
費

　
無
料

●
持
ち
物

　

 

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
お
茶

●
申
込
期
間

　
10
月
14
日
（
火
）～
24
日
（
金
）

『
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 

講
座
』を
開
催

『
司
法
書
士
無
料
相
談
所
』を
開
設

『
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』を
開
催

『
男
の
料
理
教
室
』を
開
催

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』を
開
催

●
申
込
・
問
合
先

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

●
開
催
日
時

　
10
月
17
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
受
付
時
間

　
午
前
10
時
15
分
～

●
開
催
場
所

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　
浦
中
こ
う
い
ち
先
生

●
テ
ー
マ

　

 

こ
ー
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
／

親
子
ふ
れ
あ
い
・
つ
な
が
り

あ
そ
び

●
対
象

　

 

子
育
て
中
の
保
護
者
・
子
育
て

に
関
心
の
あ
る
方

※ 

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す
。

●
申
込
期
間

　
10
月
７
日
（
火
）～
16
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

『
看
護
職
』の
登
録
制
度

『
国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者 

 

医
療
制
度
』に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

 

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

『
動
物
追
い
払
い
花
火
』を
使
用 

 

さ
れ
て
い
る
方
へ
！

『
子
育
て
講
演
会
』を
開
催

　地域交流センター図書室は、どなたでもご利用いただけます。
貸出日時　 毎週土曜日午前 11 時～午後５時
開館時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
休  館  日　日曜・祝日
問  合  先　町地域交流センター　☎ 63-0070

「佐藤初
は つ め

女さんの心をかける子育て」

　青森県弘前市で『森のイスキア』を主
宰し、心に苦しみを抱える人々を再出発
させてきた佐藤初女さん。
　　“わが子を幸せにするために、
　　��親ができることは何ですか？”
など、佐藤さんが７つの質問に答えます。
　日々の子育てが少しでも楽になるよ
うに、そしてもう一度、ゆったりとした
気持ちが取り戻せるようにという思い
がギュッと詰まった本です。

佐藤初女／著
小学館

BOOK 図書室だより
おすすめの本をご紹介！
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暮らしガイド
Life Guide

■度会町役場
　開庁時間�午前8時30分～午後5時15分��
　※昼の休憩時間は2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。
　●総務課 ……………（代）62-1111
　・行政係  ・財政係  ・防災係
　●政策調整室 ……………62-2423
　●税務住民課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・年金保険係……………62-2412
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター） ……62-1118
　・保健係（保健センター） ……62-1112
　●生活環境課 ……………62-2415
　●建設課 …………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室 …………………62-2410
　●議会事務局 ……………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室 …62-1114
　●防災行政無線確認ダイヤル
　　　　　　　63-0001　63-0002
■保育所
　●棚橋保育所 ……………62-0074
　●長原保育所 ……………64-0022
　●中之郷保育所 …………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

保健情報保健情報
問
合
先
役場福祉保健課 
☎62-1112
役場福祉保健課
☎62-1112

子育て
支援情報
子育て
支援情報

町地域交流センター    ☎63-0070
または役場福祉保健課 ☎62-1112

問
合
先
町地域交流センター    ☎63-0070
または役場福祉保健課 ☎62-1112

障害者相談支援センター10月の町税バザールわたらい産直市

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp今夜の夕食シリーズシリーズ今夜の夕食

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放 地区巡回広場わたぼうし

11月12日（水）ひよこグループ
11月13日（木）うさぎグループ

　時間　午前10時30分～正午ごろ
場所　 町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
　時間　 午前9時30分～

　　　 午後3時30分
場所　 町子育て支援センター
対象　 保育所に行っていない

お子さん
※ 多目的ホールが事業で使用で

きないときは、創作活動室をご
利用ください。

１１月２７日（木）
麻加江生活改善センター

　時間　 午前10時～11時30分ごろ
内容　  保育士による手遊び、自由

遊びなど
対象　 保育所に行っていないお子

さん

３歳6カ月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

１１月１９日（水）
　受付　 午後0時30分～0時45分

場所　 町保健センター
対象　  平成23年3月・4月生まれ

のお子さん

１１月１９日（水）
　受付　 午後1時～1時20分
場所　 町保健センター
対象　 ２カ月児健診
　  　 平成26年9月生まれの

お子さん
　　  ７カ月児健診
　  　 平成26年4月生まれの

お子さん

１１月７日（金）
　受付　 午前10時～11時
場所　 町地域交流センター
対象　  0歳から6歳までのお子

さん

※ 口座振替日は、10月27日（月）
です。預貯金残高の確認をお願
いします。

町県民税	 第３期
国民健康保険税	 第６期

『ブレスわたらい』巡回相談

●開催日時　
　10月10日（金）・24日（金）
　午前10時～午後4時
●開催場所
　役場1階第1会議室
●申込・問合先
　役場福祉保健課 ☎62-2413
　 度会郡障害者相談支援センター
『ブレスわたらい』 ☎62-3777

　今月は、野菜の皮や軸も利用し、
食材を無駄なく使うエコクッキング
を紹介します。
　旬のものを食べたり、計画を立て
て食材を購入したりすることは、食
材の無駄やごみを減らすだけでなく、
健康的で倹約にもつながります。
　皆さんもエコクッキングでおいし
い食卓を心掛けましょう。

作り方

①サケに酒と塩を振り掛け、１０分ほど置く。
②インゲンを２ｃｍの長さに切り、塩ゆでする。
③ ニンジンを皮付きのまま、短冊に切る。ブナシメジ、生シイタケ、

エリンギは石づきを取り、食べやすく切る。この時、生シイタケは
軸も使用する。
④フライパンに油を熱し、③をしんなりするまで炒め、取り出す。
⑤�再度、フライパンに油を熱し、水気を拭き取った①を焼く。表面に

焼き色が付いたら、酒を加えふたをして酒蒸しにし、サケを取り出
す。
⑥�⑤に調味料Ａを入れて軽く煮詰めたら、④と水溶きかたくり粉を

入れ、最後にインゲンを入れてからめる。
⑦器にサケを盛り付け、⑥をかける。

度会町食生活改善推進協議会

　　

サケの酒蒸しキノコソースかけ

材料（4人分）
サケ････････････････4切れ
酒･･････････････････大さじ1
塩･･････････････････ひとつまみ
ブナシメジ･･････････小1パック
生シイタケ･･････････4本
エリンギ････････････1本
ニンジン････････････60g
インゲン････････････6本
酒･･････････････････120cc

薄口しょうゆ･･････････大さじ1と2分の1
みりん･･････････････大さじ2
砂糖････････････････小さじ3分の2
塩･･････････････････小さじ4分の1
水溶きかたくり粉
　　かたくり粉･･････大さじ1
　　水･･････････････大さじ2
油･･････････････････大さじ1

8 月中に届出のあった方（敬称略）
	 	子の名前	 保護者名	 字　名

森本	愛
な の
乃	 雅博	 川　口

おめでた
8 月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年	齢	 字　名
田畑	さわ　　　	89	 平　生
鈴木	美敏　　　	88	 日　向
岩井	正美　　　	83	 駒ケ野
山	まさ子　　	91	 　柳
濱田	鈴子　　　	78	 大野木

おくやみ

地 元 産 の 新 鮮 な 野 菜 や
お茶、手作りお菓子、漬け
物などを販売しています。
多数のご来店をお待ちして
います。
●開催日時　
　毎週日曜日 午前9時～11 時
●開催場所
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい
●問合先
　役場産業振興課  ☎ 62-2416

お気軽にご相談ください。

A
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広報わたらいはホームページ でもご 覧いただけます。 
ht tp : //w w w.town .wata ra i . l g .jp
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　国体ソフトボール東海地区予選会に三重
県代表（レフト）として出場した宇治山田商業高校３年
生の中村愛さんを紹介します。
　常に笑顔で明るく、周りを和ませてくれる中村さん。
　取材中もず～っとしゃべり続け、彼女のトークは
とどまるところを知らない。
　しかし、ひとたび試合が始まると、人が変わったかの
ように集中した表情になるとか…。

PROFILE

第148人目a Person of Shining Watarai

中
な か む ら

村 愛
あ い

さん （麻加江） 17歳

　小学校１年生から始め、もはや
生活の一部。
　ソフトボールを通じてたくさん
の出会いがあり、信頼できる仲間
ができました。

ソフトボールとは？

　専門学校に進学し、夢である 
“理学療法士”を目指します！
　国家試験向けて、学生生活は
勉強一筋になりそうかな。

高校卒業後は？

　世界中を旅して、いろいろな
ところへ行きたい！

やってみたいことは？

度会エンペラーズの山本監督と
度会中学校の皿屋先生へ

　お二人のおかけで、今の私が
あります。本当に“感謝”してい
ます！

この場を借りて…

　十五夜の中秋の名月を迎えた９月８日、町内の保育所で、小さいころ
から日本の伝統文化に親しんでもらおうと『お月見団子作り』が行われ
ました。
　『十五夜』について学んだ年長児は、ちぎった生地を小さな手で
丁寧にコロコロと転がしながら団子を作っていきました。
　中には、お腹が空いてい
るのか、ついつい特大サイズ
の団子を作る子も。おやつ
の時間には、園児らはたっ
ぷりのきな粉をまぶした団
子を口いっぱいに頬張り、
「もちもちしておいしい！」
とニッコリ笑顔で話してくれ
ました。

自分で作った団子のお味にニッコリ！

小さな手でコロコロと
お月見団子作り 　秋といえば、読書・芸

術・スポーツの秋など…。
爽やかな空気に包まれ

過ごしやすく、さまざまな活動に
適した季節。
　先日、日本百名山の一つで中央
アルプス最高峰“木曽駒ヶ岳（標
高2,956m）”へ登山に行ってきま
した。広大な千畳敷カールを抜
け、たどり着いた頂上からは北ア
ルプスの山並みや富士山を眺める
ことができました。
　町内にも『獅子ヶ岳』をはじめ

『牛草山』など、登山道が整備さ
れ紅葉や絶景が楽しめる山があり
ます。晴れた日にはハイキングで
心地よい汗をかき、頂上でおにぎ
りを頬張る。そんな休日の過ごし
方はいかがでしょうか?

編集担当　大西 泰正

編 集 
後 記

人口と世帯数
平成26年8月31日現在
(　) 内は前月比

男……… 4,197人 　(＋  1)
女……… 4,454人 　(＋  5)
計……… 8,651人 　(＋  6)
世帯数… 2,943世帯 (＋  5)

町
の
う
ご
き

   出生…………  1 人
  死亡………… 5 人
転入…………20 人
 転出…………10 人

ホームページ

表紙
紹介

見かけたら、
声をかけて
ください。


